
 2025 年が始まりました。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 下の文章は，私が冬休み明け朝会で子供たちに伝えた内容です。オンラインで行いました。実現のためには「子

供たち・保護者・教職員・地域の方々」等々たくさんの方々の力が必要だと思っています。子供たちにとって「通

いたい学校」，保護者や地域の方々にとって「通わせたい学校」，そして教職員にとって「勤めたい学校」の一層の

実現に向け取り組んでいきます，今年もどうぞよろしくお願いします。  

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私の目標は昨年と同じものですが，今年は「がまん」をテーマに子供たちに伝えました。「がまん」を乗り越えた

後に味わえる心にじわっと湧いてくる達成感や充実感は，乗り越えた本人だけが感じられるもの。そして，その経

験を重ねることで必ず意志の強さや自己肯定感が磨かれることでしょう。みはらっ子たちにはそんな心の強さを育

んで欲しいと思っています。 
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御幸が原小だより 
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 みなさん，おはようございます。そして，明けましておめでとうございます。 

 元気な皆さんと，またこうして会えて，とてもうれしいです。 

今年もどうぞよろしくお願いします。 

 ところで，皆さんは新年の目標を立てましたか。 

 校長先生はもう決まっています。 

それは，「御幸が原小をより楽しい学校にする」です。 

 この目標は去年と同じものですが，校長先生がこの学校に来て皆さんとたくさんの時間を過ごす中で，いつの

まにか心に湧いてきた校長先生の夢でもあります。 

 去年も同じ話をしましたが，改めて確認をします。学校で味わえる楽しさには 2 つの楽しさがあります。 

1 つ目の楽しさは，休み時間に友達と遊んだりおしゃべりをしたりしている時に感じる楽しさ。 

2 つ目の楽しさは，知らなかったことを新たに知ったり，できなかったことができるようになったりした時に

味わう楽しさです。できる喜び・達成感などと言い換えても良いかもしれません。授業中に感じることが多い楽

しさです。校長先生の目標であり，夢はこの 2 つの楽しさが，今まで以上に皆さん一人一人がたくさん感じられ

る学校にすることです。 

 ですが，この校長先生の夢の実現には，皆さんの協力が必要です。皆さん協力してくれますか？ 協力してく

れる人は手を挙げてください。 

 校長先生のところからは見えませんが，きっと全員の児童が手を挙げてくれていると思っています。では，手

を下ろしてください。 

 では，この 2 つの時間を，どちらもより楽しいと思える時間にするためのコツを伝えます。それは「がまん」

です。楽しい休み時間にするためには，友達と仲良く過ごせること。そのためには「思い通りにならないことが

あっても，少しのことですぐ怒らないこと。」トラブルは相手の気持ちを想像しながら話し合うことで必ず解決が

できます。 

 次に，授業を楽しむためには，もう分かっていますよね。自分に「がんばれ」と何回も励ますことができるこ

と。だって，学習は自分がなりたい人になるためのものだから。 

 「がまん」をした後には，どちらの時間も必ずこれまで以上の楽しさや喜びが待っています。 

校長先生は，休み時間はもちろん，授業中も皆さん一人一人の生き生きとした笑顔をたくさん見たいと思って

います。みんなでそんな御幸が原小学校にしていきましょう。 



家庭学習強化週間（1 月 14 日～20 日） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬と遊ぼう（2 年生・1 月 21 日） 

 

 

  
 

 

 

 

 

  

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むかしあそび （1 年生・12 月 6 日） 

地域の長寿会の方々にお力添えをいただき開催しました。子供たちは「お手玉・おはじき・だるま落とし・あ

やとり・けん玉・こま回し・羽根つき」をご指導いただき，貴重な体験を楽しく学ぶことができました。 

感謝の会 

 今年度もたくさんの方々に支援をいただきました。お力添えをいただいた分野は，各種の学習補助・環境整備・

放課後の取組等々。そのお一人お一人に感謝の気持ちを伝えたく，児童たちが企画運営し開催しました。 

１２月号に掲載できなかった取組 

「勉強はなぜするのか？」誰もが一度は考えたことがあることと思います。様々な捉え方があるでしょうが，

私は「将来自分がなりたい人になる」ための大切な取組の 1 つだと思っています。ある年齢からは，最終的に勉

強は自分の責任において努力をするべきものですが，発達年齢に応じて周囲の励ましや補助が必要です。具体的

には「分からないことを一緒に考え教える」「頑張りを認め・励ます」などの支援です。子供たちが勉強をする際

に「自分は見守られている・応援されている」と実感しながら取り組むことができたなら，きっと子供たちのや

る気と理解は倍増することでしょう。このようなねらいから取り組んだものです。コメントの対応等たいへんお

世話になりました。そのコメントのいくつかをご紹介します。 

 当日は朝方に雨が降り実施が危ぶまれましたが，決行して大正解。2・3 校時は 

青空も見え，長寿会の皆様にご協力をいただきながら実施することができました。 

子供たちは校庭を走り回りながら凧揚げを楽しんでいました。 


